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はじめに

近年の世界選手権、オリンピックと競歩選手の活

躍が著しい。毎年、11 月頃に国立スポーツ科学セ

ンターにおいて測定合宿が行われ、その際に DXA 装

置を用いた骨密度測定も行われている１, ２）。本稿で

は競歩選手の骨密度測定の結果について紹介する。

対象と方法

2019 年 11 月 5 日、6 日に測定が実施された合計

19名の結果を分析した。男子は 19～ 32歳の 16名、

女子は 20 ～ 28 歳の 3名が対象であった。

DXA 測定は Hologic 社製 Horizon A を用いて、

whole body mode と AP spine mode で全身と腰椎に

対して実施し、著者が解析を行った。

結果

図１に全身骨密度、頭部以外の全身骨密度、左下

肢骨密度、腰椎骨密度を男女別に示す。腰椎骨密度

以外は男子が高く、頭部以外と左下肢骨密度は男子

が有意に高値であった。

図 2 に全身骨密度と年齢、身長との関係を示す。

全体として、年齢や身長との関係は見られなかった

が、年少の選手と年長の選手に低めの値が見られた。

一方、体重と全身骨密度との間には有意な正の相関

が見られ、体重が重いほど骨密度は高くなっていた

（図 3）。同様に体重と腰椎、左下肢骨密度との関係

をみると、男子では左下肢で、女子では腰椎で有意

な正の相関が見られた。

次に、測定部位ごとの関連を検討した。全身骨密

度と腰椎骨密度との間には男女とも有意な正の相関

が見られた。全身骨密度と左下肢骨密度との間では

男子のみ有意な正の相関が見られた。

考察

これまで若年競歩選手の骨密度についての先行研

究はない。マスターズ選手で短・中・長距離走選手

と競歩選手の脛骨と橈骨の骨量を QCT で比較した報

告２）では、競歩選手の骨密度は短・中距離走選手

より低い値を示していた。

競歩では長距離走と同様の長い距離を歩く練習を

行うが、ランニングとは異なる接地動作や接地時間

が長いため立脚期の負荷が抑えられ、長距離走に比

べると疲労骨折の発生が少ない。しかし、現在トッ

プクラスの競歩選手では大腿骨の疲労骨折が多くみ

られ、過半数の選手に既往がみられる。疲労骨折と

の関連が高いと考えられる腰椎骨密度の若年成人比

は男子で 80 ～ 107%、平均 92.9% と長距離走選手よ

り高く、女子で 82 ～ 112%、平均 97.7% であった。

また、長距離走選手に見られるような 70% やそれを

下回るような低値はみられず、骨の健康度は高いと

考えられる。その一方で大腿骨疲労骨折が多発して

いることの原因が明らかでなく、骨密度の問題より

も、大腿骨に負荷が加わる動作形態に原因を求める

必要があると考えられる。今後、大腿骨疲労骨折の

原因解明のために骨代謝マーカーや男性ホルモンの 図１　各部位の骨密度の男女比較
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測定４）なども考慮する必要があるかもしれない。

男女とも低値を示す選手が 1名ずつあり、慎重に経

過をみていく必要がある。今回検討した選手は高校

卒業以上の年齢であり、今後大幅に骨量や骨密度が

増加することは期待できない。そのため、トレーニ

ングと栄養摂取、休養とのバランスを整えて、骨の

健康をより良い状態に保つことが求められる。
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